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廃試薬のリスト化手順  

廃試薬処理申込票によるリスト化 

環境安全管理室 

 

本手順書は Tsukuba-CRISに登録していない薬品を廃試薬として環境安全管理室経由で処分申請する場合の

手順書となります。Tsukuba-CRISに登録されている試薬は次項目の「Tsukuba-CRISで管理している試薬のリ

スト化」を参照の上，リスト化してください。 

 

1. 申し込みには今年度専用の申込用紙を使い，リストは試薬 1本につき 1行で記入してください。 

※ 同じ種類・容量の試薬が 3本あった場合は 3行に分けて記入（×3などとして 1行にまとめないこと）。 

※ ただし，注射液などの箱等に入ったアンプル瓶に限り，「試薬名称」欄に「日局アドレナリン注 1ml×5本」

など本数を併記し合計重量を記入できます。  

2. 「廃棄物管理責任者」および「廃棄物管理補助責任者」欄は，研究室内の担当者ではなく，大学が指定して

いる教職員名となります。下記を参考に記入してください。管理責任者が未指定や不明の場合には環境安

全管理室までお問い合わせてください。 

http://anzenkanri.tsukuba.ac.jp/wp-content/uploads/2015/01/haiki_tokkanhaiki20170801-1.pdf 

3. 「指導教職員名」欄は，試薬を排出する教職員名を記入してください。 

4. 「連絡先」欄は，廃試薬リストに関して説明できる方の連絡先を記入してください。 

5. 無機試薬，有機試薬，酸，アルカリ等なるべく性状の似た試薬ごとにまとめてリストアップしてください。 

6. 「試薬名称」欄は試薬瓶に表示してある化学物質名を記入してください。 

※ 名称が製品名・商品名の試薬は，組成が分かるように括弧書きなどで化学物質名を併記してください。

商品名だけが書かれた試薬は搬入できません。 

※ できるだけ日本語での記入をお願いします。 

※ 処分に支障が出ますので，略称は用いず含有する成分名を記入します。 

例： SDS → ラウリル硫酸ナトリウム，ドデシル硫酸ナトリウムなど一意に定まる名称を記入 

※ キットの場合には「○○キット一式」とはせずに容器ごとに記入をお願いします。その際，「A 液」や「反応

液」といった名称ではなく，内容物の成分を記入してください。成分はキット付属のマニュアルを見るか，

販売元に確認をお願いします。 

7. 「容量（数値）」欄は，容器の容積を数字で入力してください。 

8. 「容量の単位」欄は，容器の単位を選択してください。 

9. 「材質・体裁」欄は，容器の性状について該当する項目を選択してください。 

10. 「毒物／劇物」欄は，毒物及び劇物取締法の区分に応じて選択してください。該当する試薬は試薬瓶に赤と

白の表記で「医薬用外劇物」又は「医薬用外毒物」の記載があります。 

11. 「危険物分類」欄は，消防法に定める区分に応じて選択してください。該当する試薬は試薬瓶に「危険物第

○類」などの記載があります。 

12. 「性状」欄は内容物の状態を選択してください。 

13. 「試薬区分別の容量」欄は，残量を良く確認し，該当する欄（1 行につき 1 か所）に【kg 単位】で残量を記入

http://anzenkanri.tsukuba.ac.jp/wp-content/uploads/2015/01/haiki_tokkanhaiki20170801-1.pdf


してください。残量は目分量で構いません（500g 容器で残量が半分であれば 0.25kg など）。空容器の場合

はルールに従い洗浄後ゴミ集積場に出してください。極端に残量が少ない場合には固形破棄物（廃プラス

チック又は廃ガラス）として処分できる可能性がありますので，事前に環境安全管理室へご相談ください。 

※ 分類で迷った場合には，カラムの一番左（水銀化合物）から右へ順に確認し，最初に該当した欄に記入

してください。 

例１：酢酸の場合，廃酸より可燃性溶媒が左にあるため「可燃性液体」で分類 

例２：フッ化カルシウムの場合，一般無機物よりフッ素化合物が左にあるため「フッ素化合物」で分類 

14. リスト作成後，廃試薬申込票（Excel ファイル）を環境安全管理室（jitukan@un.tsukuba.ac.jp）宛にお送りく

ださい。ファイル名は所属及び研究室名など（数理物質_○○研.xlsx）に変更をお願いします。 

15. 環境安全管理室でリストの内容を確認し，「ラベル番号」を入力後，リストをメールで返却します。同時に図の

ようなラベルシールを教職員宛の学内便で送付しますので，試薬瓶へラベリングをお願いします。ラベル番

号は大学全体で年度ごとに 1から連番で振りますので，1以外から振ってあることがあります。 

 

 

 

 

 

 

学内便で送られてきたラベルを試薬瓶に貼りつけてラベリングをお願いします。 

 

上から見て確認できるよう，できるだけ蓋に貼付けてください。 

粘着力が弱い場合はセロハンテープ等で補強してください。 

 

 

16. ラベリングが終わりましたら環境安全管理室へ連絡をお願いします。搬入希望日がある場合には候補日の

連絡もお願いします（※業務の都合により希望に添えない場合があります）。 

17. 日程調整後，指定日時に環境安全管理室へ搬入してください。  

ラベル番号は環境安全管理室で記入します 

mailto:jitukan@un.tsukuba.ac.jp
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廃試薬のリスト化手順  

Tsukuba-CRISで管理している試薬のリスト化 

 

環境安全管理室 

 

本手順書は Tsukuba-CRISに登録してある薬品を廃試薬として環境安全管理室経由で処分申請する場合の手

順書となります。Tsukuba-CRISに登録されていない試薬は前項目の「廃試薬処理申込票によるリスト化」を参照

の上，リスト化してください。 

 

〇廃試薬の登録作業 

１． Tsukuba-CRISにログインします。 

http://jitukanx2011.sec.tsukuba.ac.jp/ 

２． 【出庫】メニューから【出庫登録：詳細版】をクリックします。 

※【薬品出庫】からも登録できますが，【出庫登録：詳細版】では廃棄量を入力する手間が省けます。 

 

３． 廃棄する薬品のバーコード（入庫番号・薬品 ID）を読み込み・入力します。 

 

４． ①登録タイプは「廃棄登録」，②使用場所は任意の使用場所，③廃棄形態は「廃試薬処分依頼」をそれぞれ

選択します。特に③を忘れないように選択してください。 

④「今回廃棄した量(G)」には出庫記録に基づく現在の残量が入力されていますが，実際の試薬瓶内の残

http://jitukanx2011.sec.tsukuba.ac.jp/


量によらずいじらないでください。「今回廃棄した量(G)」と実際の試薬瓶内の残量が大幅に異なる場合に

は，⑤詳細欄にグラム単位で残量を入力して下さい（単位は不要）。 

※ 「今回廃棄した量(G)」と実際の残量がほぼ同じ場合，⑤詳細は空欄で構いませんが，処分費用に関わ

りますので，目視での残量の確認作業は必ず行ってください。空容器の場合はルールに従い容器を洗

浄しゴミ集積場へ出してください。また，極端に残量が少ない場合には固形破棄物（廃プラスチック又は

廃ガラス）として処分できる可能性がありますので，事前に環境安全管理室へご相談ください。 

全ての入力が終わったら【出庫登録】をクリックします。 

 

５． 確認のダイアログが表示されますので，問題なければ【はい】をクリックします 

 

６． ３～５を繰り返し，廃棄する試薬を登録します。複数日に分けての作業も可能です。一通り登録作業が終わ

ったら次項の廃試薬リスト出力の手順に従ってリスト出力をします。  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

ここの数字は変更しないでください（システム上の

不具合が起きます）。 

「今回廃棄した量」と試薬瓶内の残量を比較して異

なる場合は⑤に廃棄量を入力します 

④の今回廃棄した量と実際の試薬瓶内の残量が異なる場合

は，⑤詳細欄に見た目の残量を g単位で入力します 

例：500g 容試薬で「今回廃棄した量」が 500g だが，実際には

半分ほど使用済みの場合は「250」と入力（単位不要） 



〇廃試薬リスト出力と申込み 

1. Tsukuba-CRISにログインします。 

http://jitukanx2011.sec.tsukuba.ac.jp/ 

2. 【検索】メニューから【使用履歴】をクリックします。 

 

3. 検索条件及び出力条件を設定し，リストを出力します。 

3.1. 検索条件 

【クリア】をクリックし，ラジオボタンの「完全一致」「全て」を選択します。使用日は上記「廃試薬の登録作業」

を実施した期間を選択します（1日で実施した場合には両方に同じ日付を入力します）。廃棄形態から「廃

試薬処分依頼」を選択します。

 

http://jitukanx2011.sec.tsukuba.ac.jp/


3.2. 出力項目 

【全て選択】をクリックし全てをチェックしてください。 

 

3.3. リストの出力 

【検索実行】をクリックして廃試薬の一覧を出力します。 

 
3.4. 廃試薬一覧が表示されます。Excelアイコンをクリックし，Excel ファイルを保存してください。 

※保存前に表ヘッダーの【取出日】をクリックすると薬品を廃棄登録した順番でソート（再クリックで逆順でソ

ート）がかかるため，ナンバリングの際に便利です。 

 

ファイルは古い Excel フォーマット（拡張子.xls）で保存され，開くときに以下のようなダイアログが表示され

ますが，新しい形式（拡張子.xlsx）で保存しなおす必要はありません。 

 



3.5. 保存した Excelファイルを環境安全管理室（jitukan@un.tsukuba.ac.jp）宛にお送りください。ファイル名は

所属及び研究室名など（数理物質_○○研.xls）に変更をお願いします。 

4. 環境安全管理室でカラムを追加し「連番」，「分類」及び「残量(g)」を入力後メールで返却します。同時に図

のようなラベルシールを学内便で送付します。試薬瓶へラベリングをお願いします。連番は大学全体で年度

ごとに 1から連番で振りますので，1以外から振ってあることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学内便で送られてきたラベルを試薬瓶に貼りつけてラベリングをお願いし

ます。 

 

できるだけ蓋に貼付けてください。 

粘着力が弱い場合はセロハンテープ等で補強してください。 

 

 

 

5. ラベリングが終わりましたら環境安全管理室へ連絡をお願いします。搬入希望日がある場合には候補日の

連絡もお願いします（※業務の都合により希望に添えない場合があります）。 

日程調整後，指定日に環境安全管理室へ搬入してください。 

 

19-43 

19-44 

19-45 

19-46 

連番，分類，残量カラムは環境安全管理室で追加・入力します 

mailto:jitukan@un.tsukuba.ac.jp

